









































































































―・―市 界一“―区 界一―統計区砦 地帯界
□ 都心地区  □ 既成市街地 回 郊外地A 目 郊外地B  Eヨ後背農山村
第 1図 京都市の地帯構造図
番号で指した主要地区は,以下の通り
1立誠  2生祥  3日彰  4豊園  5開智  6永松  7鳳徳  8紫明  9嘉楽  10京極  1仁和  12聖護院
13養正  14養徳  15葵  16城巽  17朱雀第七  18朱雀第八  19富有  20柳池  21銅耽  22弥栄  23植柳  24皆
山  25大内  26郁文  27山王  18東和  29待鳳  30修学院  31清水  32山階  33勧修  34上鳥羽  35吉祥院




人         口        (千人) 昭和35～50年
人口増加地区数昭 和 35年 昭 和 40年 日召 不日 4 5 年 町写 不日 5 0 4,
都 心 地 区 45 (3.5%)38 (2.8%)31 (2.2%)26   (1.8°/。) 0 (0.0%
既成市街地 747(58.」%) 710(52.0%)634  (44.7°/O 555(38.0%)1 (1.1%
郊 外 地 A 439(34.2%)544(39.9%)639(45.0%710(48.6%)30(71.5%
郊 外 地 B 36 (2.8%)59 (4.3%)100 (7.0%153(10.5%)9(100.0%




商 店 数 年 間 販 冗 額    (億円)
昭 和 43年 昭 和 47年 日召 不日 5 1 年 51/43昭 和 43年 日召 和 47 年 昭 和 51年 51/43
区 1,762(7.8%)1,800(7.5%)1,707(7.1%)0.97 147 (4.5%)248 (4.8%)400 (4.4%)2.72
上 京 区 2,817(12.5)2,853  (11.92.67211.2) 0.95288(8.7)370(7.2)663(7.3)2.30
左 京 区 2,285(10.2)2,158   (9.02,45710.3) 1.08211(6.4)270(5.2)736(8.1)3.49
中 京 区 3,713  (16.5)3.803  (15,83.57214.9) 0.94 587(17.8)941  (18.2)1,463(16。1) 2.49
東 山 区 2,564  (11.4)2,983  (12.43,25113.6) 1.27 234   (7.1)440(8.5)881(9,7)3.76
下 京 区 3,234(14.5)3,249(13.5)2,79511.7) 0.861,089(33.1)1,496(29.0)2,500(27.4)2.30
南 区 1,447   (6.4)1,557   (6.5)1,604   (6.7)1.11 292   (8.9)432   (8.4)656   (7.2).25
右 京 区 2,414  (10,7)3.122  (13.0)3,191(13.4)1.32212(6.4)531(10.3)951  (10.4).49
伏 見 区 2,237  (10.0)2,498  (10.4)2,645(11.1)1.18233(7.1)430   (8.3)861   (9.5)3.70








































商  店  数 年 間 販 売 額 (億円)
昭和43年昭和51年51/43昭和43年昭和51年51/43
各 種 商 品 1,872
衣 料 3,2883,661 3571,109
食  料  品 10,53610,4980.99 9592,5202.63
自動車・ 白転車 604 744123 309
家 具 な ど 2,4372,574 344
そ  の 他 5,5916,390 6301,846















































梅津回 桂岱 深革lel     G
* 小売商業販売額配分率             j8t*()内は、業種間販売額特化係数のうち、
最大値をとる業種m地区販売額/京都市販売額
各 :各種商品 衣 :衣料 食 :食料品















































































































区に隣接する諸地区は,銅駐 (8.5%。),弥栄 (6.5%。),日彰 (7.2%。)各地区などでその商店密度
は低下するものの中心商業地区と街路状に連続した商業集積を形成しており,そのほか富有地区(6
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小売業計 各種商品 衣 料 食料品
自動車・
自 転 車
家具など そ の他 人 口
都 心 地 区 0。91 0.55 0.88 0.75 0.780.85 0.67
既成市街地 0.94 0。11 0,96 0,91 0,92 0.77
郊 外 地 A 3.00 1.161.37 1.16 1.15
郊 外 地 B 2.01 1.42 1.732.24 1.99
















































小売業計 衣 料 食 料 品 自動車・自転車 家具 な ど そ の 他 メ、 口
口召和43年 31,0%26.6%11.3%3.1 %17.1%20.2%2.5 %
日召和45年 29.8 30。9 10.2 2.8 17.6 19.8 2.3
昭和47年 28.ユ 3 1.0 8,4 1.8 15.0 16.5 2.1
日召不日494=28.5 32.5 7.5 9.5 16.3 20.9 1.9
昭 和 51年 27.0 34.4 5,4 2.6 13.6 16.6 1.7
H 既成市街地
小売業計 衣 料 食 料 品 百菊 帽藤 家具 な ど そ の 他 人 口
昭和43年 43.2%51.4%56.3る26.3%58.6%57.8%48.4%
昭和45年 41.0 44.4 50.8 35。8 57.4 52.1 45.2
昭和47年 40,8 42.2 51.5 29.0 5 8.454.1 42.9
昭和49年 40.4 44.6 52.0 24.2 52.9 47.3 40.6




小売業計 衣 料 食 料 品 自動車・自転車 家 具 な ど そ の 他 人 口
昭和43年 24.5%21.5%29,3%68.9%22.6%19.3%42.4%
昭和45年 26.8 24.1 34.9 59.2 22.3 24.9 44.5
昭 和47年 28.1 25。4 35.6 65.8 23.2 25。4 4 5.8
昭和49年 28.2 22.0 36.2 62.6 26.7 27.0 47.0
日召不日51年 31.6 19,8 39.5 62.4 3 1.934.5 48.3
小売業計 衣 料 食 料 品 自動車,自転事 家具 な ど そ の 他 人 口
昭和43年 2.0 %0.5 %2.8 %1.4 %1.7 %2.2 %5.6%
口召不日45年 2.2 0。6 3.8 2.1 2.7 2,9 6.9
昭和47年 2.8 1.4 4.1 3.4 3.3 3.5 8.1
昭和49年 2.6 0。9 3.9 2.8 4.1 4.3 9.4
日召和51年 3.4 1,7 5.6 4.7 3.1 3.4 10.6
小売業計 衣 料 食 料 品 自動車。自転車 家具 な ど そ の 他 人  口
日召和43年 0.3 %0,0 %0.3 %0.3 豹 0.0 %0.5 %1.1 %
昭 和45年 0.2 0.0 0.3 0.1 0.0 0.3 1.1
日召和47年 0.2 0.0 0.4 0,0 0.0 0.5 1.1
昭和49年 0.3 0.0 0.4 0.9 0.0 0.5 1.1





































































小 売 商 業 の 変 イヒ の 類 型 (地区数)
上 昇 系 低 下 系
上昇地区 低下地区 A 型 B 型 C 型 D 型 E 型 F 型
都 心 地 区 8 2 8(80,0%) 2
既成市街地 15(17.0%)8(9,1%)20(22.7%)12(13.6%)8(9,1%)25(284%)
郊 外 地 A 17 2(4.8%)5(■.9%)18(42.9%)3(7.1%)1(2.4%)13(31.0%)
郊 外 地 B 6 3 6(66.7%) 3(33.3%)

























































































































本稿で明らかとなったことは,SCOttOaのいう長期的な一般的な傾向 (10ng term trends)なのか一
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